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1. 家具類は本来 の機能 が果 たされ るこ とのほ かに,。

家庭管理 の立場か らそ の「扱いやナ さ」について も検討

を加 えるこ とが必要 と思 われる。家具 の扱いやす さは，

種々の条件によって規定されるものであるが，中でも人

間が手で把持する部分 の形状や材質な どが特に大きな影

響を持つも のと思 われ るので，こ の把持部 の大き さと引

上げ力 との関係を人間工 学的に観察して みた。

2. 把持部 の大 きさとしては，そ の厚さを とり上げ，

1 cmから16em  （把持し得 る最大厚） までをlcffl刻 みにと

り,  16とお りのプ リン ト合板で 作った箱型 のものを試片

とし た。18～19歳女子6 名を被検者 として，こ の把持試

片 を右

け得 る時間 を測定し た。 また普 通の把手 による引上げ力，

の測定，握力 の測定，手 の大 きさの測定。実 験時 の手指こ

の状 態の観 察などをあわせ行ない， さらに被 検者のフ ィ

ーリングをききとり，こ れらと引上 げ力 との関係 を考察j

し た。

3. 今回 の実験用把持試 片はプ リント合板で 作った一

種 のみでは あったが，そ れで も把持部 の大きさの変化 に

伴 う引上げ力お よび把 持し得 る時 間の変化 を明らかにす

るこ とがで きた。 またこれらの変化 の原因 を種 々り資料

により考察 するこ とによって。 持ちやナ さとい うことの



意味をあ る程度解明するこ とができ た。
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